
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

   

   

   

   

   

   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

NO.159 

 東北中央自動車道は福島県相馬市を起点とし、福島市・米沢市・山形市・ 

新庄市などを経由して、秋田県横手市で秋田自動車道に連結する総延長約

268km の高規格幹線道路です。 

中野第１橋は二つの橋梁で構成される全橋長 754m の橋梁で、本工事におけ

る施工は起点側(A1～P4)の橋長 456m の４径間連続波形鋼板ウエブラーメン箱

桁橋です。波形鋼板ウエブは耐候性鋼板で、溶接接合となっています。波形

鋼板ウエブ橋で支間長 135m は日本最大級の規模となります。 

 な か の だ い い ち き ょ う   

中 野 第 １ 橋 (そ の ２ )  

◆橋梁諸元 

工 事 名：東北中央自動車道中野地区橋梁上部工工事 

発 注 者：国土交通省 東北地方整備局 

設 計 者：株式会社 長大 

位  置：福島県福島市飯坂町中野地内 

道路規格：第１種第２級 

形  式：ＰＣ４径間連続波形鋼板ウエブラーメン箱桁橋 

荷  重：Ｂ活荷重 

橋  長：456.0m（102.6m+2@135.0m+80.85m） 

総 幅 員：11.20m（有効幅員 10.29m） 

架設工法：張出し架設工法 

ＰＣ鋼材：主鋼材：SWPR7BL 12S15.2（フレシネー工法：内ケーブル） 

         ：SWPR7BL 19S15.2（フレシネー工法：外ケーブル） 

      横締め：SWPR19L 1S28.6 （ＳＭ工法） 

◆一般図 

 断面図   

 側面図   

 平面図   
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発  行： 三井住友建設（株）土木本部 土木設計部 

連絡先：東京都中野区中央1 丁目38 番1 号   TEL.03-5337-2134 

ＵＲＬ： http://www.smcon.co.jp 

◆工程表 

◆構造･施工概要 

１）波形鋼板とコンクリート接合部の充填性確保 

  下床版と波形鋼板フランジ面との接合部の充填性を確保するため、コンクリート打設時に専用ホッパーやス

ページングナイフを使用して充填性を高めています。またコンクリート配合に夏期配合を設定することで暑

中であっても良好なスランプのコンクリートを打設しています。 

２）マスコンクリート対策 

  マスコンクリートとなる柱頭部横桁に対し、配温式パイプクーリングを実施することにより内外温度差を低

減し、温度ひび割れを抑制しました。 

３）側径間施工時のたわみ抑制 

  本橋梁の側径間は A1 で 24.7m、P4 で 12.5m と施工範囲が長いため上げ越し精度の向上が課題となりますが、

横桁部を固定支保工により先行施工して吊支保工区間を短くすることにより、張出し先端のたわみ量を低減

する施工方法としました。また、吊支保工部施工によって生じるたわみを移動作業車の移動により相殺する

ことで、上げ越し精度の向上を図っています。 

 柱頭部パイプクーリング   

 A1 側径間支保工施工   

 張出し架設状況   

 中野第１橋全景 (奥完成 B 橋 )   

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

準 備 工

脚 頭 部

柱 頭 部

張 出 し 架 設

中 央 連 結 工

支 保 工 架 設

外 ケ ー ブ ル 工

橋面工・付属物・片付け工

項　　目
平成21年 平成22年 平成24年平成23年
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